
〔技術開発に有効な情報〕

ま め 科 牧 草 の 衰 退
に 関 与

す る フ ザ リ ウ ム 病

北 海 道 農 業 試

草地開発第 2部牧草第 3

目的・背景

北海道におけるまめ科牧草の栽培面積
はァヵクローパが最も多く、最近ではアル

ファルフア

も増加傾向にある。アカクロ
~バは遺成後、短年で草地より消失しやすく、アル

ファルフアは

スタンドの維持が不安定な場合がみられる。
このような衰退現象にはフザリウム病菌が関与

す

る例がみられるので、本病菌の発生生態を究
明して草地の安定生産をはかろうと

した。

成果の内容

まめ科牧草フザリウム病の病原同定を行な
い、発生生態を検討した。土壊によつて発病

に差

があり火山灰土壌で多発し、沖積土壌で少な
いが、沖積土壌では胞子の発芽率が低 く菌糸表面

に他の細菌、放線菌等が多数着生し溶解し
ているのもみられた。

(1)ま め科牧草 (ァ ヵクロー
バ、アルフアルフア)の茎葉が黄化または萎ちよう

し、根の中心

柱に掲変が現れ、二次根の発達が不良
となる。刈取 り後の再生はわるく次第に株

が消失する。

(2)罹病植物からは F聾駆豊二 Q聾望⊆雙
f・型 基ユ盤壺 が高頻度に検出

される。衰弱の進ん

だ植物体からは二,S二墾 iや f.型望理も検出され、
これらは根腐病や冠根腐敗病を起因し

て衰弱を促進していると考えられる。

(3)沖積土中ではフザリウム菌の生育が抑えられ、菌糸
の溶解や早期に厚膜胞子が形成され

る。菌糸を沖積上に埋没すると3週間で検出で
きなくなる。このような沖積土の効果

は殺菌

すると消失するので微生物によることが明
らかである。実験的に土壌浸出液中におけ

るフザ

リウム菌菌糸の生育は火山灰上の場合良好
であるが、沖積上の場合、細菌や放線菌

による穿

孔や溶解が認められる。

活用面と留意点

(1)火山灰土など発病しゃすい土壌で栽培する場合は
、過度の踏圧、多回刈りなどをさけ、

出来るだけ車にストレスを加えな
いように留意する。またたい厩肥の施用

により土壌微生物

相を改善する。

(2)ア ルファルフア草地の衰退には、フザリウ
ム病だけではなく、最近パーティ

シリウム姜

ちょう病によることも多いので、注意が肝要
である。

研究課題と発表論文

まめ科牧草の衰退に関与する土壌病原菌の究
明 (経常研究),昭和 45～ 60年。
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(佐藤倫造)
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写真1^ア ルフアルフア萎ちよう病
の 病 徴

写 真 3.発 病 し や す い 土 壌 (火 山 灰 )中
に お け る フ ザ リウ ム 菌 糸

写真2.ア カクローバ萎ちよう病
の 病 徴

写 真 4 発 病 し に くい 土 壌 (沖 積 )中
・
に お け る フ ザ リウ ム菌 糸

-20-

‐
鰊

一
．夕
・
ン
一一一́

擁
ｔ
′
感
Ｚ
´

■
・
仄

●●ヽ

″'

‐‐・‐‐

√

輻

・・・輩
鶴
・

一嗜
弩
・〆
一‘

１
，
籠

．

．ズ

裏
ず


